
加
藤
加
藤    

蛍
介
さ
ん

蛍
介
さ
ん

①愛犬と過ごすこと、友
人と筋トレ②生まれ育っ
た町で自分の頑張りが地
域の活性化、成長につな
がっていく仕事はとても
やりがいのあると思ったた
から③黄金堤の桜の景色景色
④さらに西尾市のことをとを
好きになっている

（1） （10・25日発行毎月 2回発行　昭和 53年 6月 25日　第三種郵便物認可） 「あいちの仲間」は県本部HPでも閲覧可能です2021 年 4 月 25 日　第 1244 号
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▼
自
分
の
考
え
が
正
し
い
と

主
張
し
て
譲
ら
ず
他
人
の
意

見
に
耳
を
貸
さ
な
い
、
何
で

も
他
人
や
周
囲
の
せ
い
に
し

て「
自
分
に
非
が
あ
る
か
も
」

と
は
考
え
な
い
「
自
分
は
正

し
い
症
候
群
」
の
人
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。
自
分
の
考

え
を
主
張
す
る
こ
と
は
必
要

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
他

人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
考

え
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
身

勝
手
で
独
り
よ
が
り
と
な

り
、
周
囲
は
振
り
回
さ
れ
て

迷
惑
で
あ
る
。
▼
似
た
よ
う

な
話
で
自
分
の
責
任
を
う
ま

く
他
人
の
責
任
に
し
て
し
ま

う
人
が
い
る
。
自
分
に
責
任

が
あ
る
と
は
、
間
違
っ
て
も

言
わ
な
い
。
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
を
い
つ
も
部
下
や
取

引
先
の
責
任
に
す
る
上
司
な

ど
は
そ
の
典
型
だ
ろ
う
。
▼

さ
て
市
長
は
、
少
な
く
と
も

人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
人

で
な
い
と
い
け
な
い
。
自
分

と
意
見
が
違
う
人
は
排
除
す

る
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

は
何
で
も
役
人
や
議
会
の
責

任
に
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
で

は
市
政
は
良
く
な
ら
な
い
。

▼
「
不
正
を
見
抜
け
な
か
っ

た
」
こ
と
を
誰
も
責
め
て
い

な
い
。
見
抜
け
な
か
っ
た
責

任
を
問
う
て
い
る
。
責
任
を

負
う
べ
き
立
場
の
人
が
、
何

も
責
任
を
果
た
さ
ず
、
自
分

は
被
害
者
だ
と
言
っ
て
し
ま

っ
て
は
、
組
織
は
成
り
立
た

な
い
。
そ
の
こ
と
が
わ
か
ら

な
い
人
に
市
政
の
責
任
を
託

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

山
富

重
三

知
愛

岡
静

野
長

井
福

川
石

阜
岐

青年Web企画
ダブル開催
青年Web企画
ダブル開催

あおプロあおプロ
CONNECTCONNECT
あおプロあおプロ
CONNECTCONNECT

15:0013:00～

あいち
青年集会

12:0010:00～

7/10（土）（土）

オンライン接続

道
草
道
草
Ｙ
・
Ｔ
Ｙ
・
Ｔ

矢
野
矢
野  

資
才
さ
ん

資
才
さ
ん

林林    

睦
美
さ
ん

睦
美
さ
ん

①趣味・特技

②この仕事を選んだ理由 

③おすすめスポット

④ 10 年後の目標

①映画鑑賞（とくにダイ
ハード！）②生まれ育っ
た幸田町で人をサポート
する仕事がしたかったか
ら。③精文館書店（幸田
で一番売っている本の種
類が多い）④町、業務の
全体を俯瞰して見れるよ
うになっていたい

①カフェ巡り、お笑いを
観ること②生まれ育った
西尾市の魅力を沢山の人
に知ってほしいと思った
から③佐久島、松鶴園、
tata ④決められた仕事だ
けでなく、広い視野を持っ
て何事にも積極的に取り
組めるようにする

新人さんに４つの質問

　
Z
O
O
M 

の
ブ
レ
イ
ク

ア
ウ
ト
ル
ム
機
能
を
利
⽤
し

て
、
４
〜
５
人
の
グ
ル
ー
プ

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
!
自

分
の
職
場
に
つ
い
て
話
し
、

仕
事
へ
の
思
い
や
悩
み
な
ど

を
県
内
の
⻘
年
と
共
有
し
、

交
流
し
ま
す
。

 

各
県
か
ら
医
療
・
保
健
・

保
育
、
地
元
の
自
営
業
の
方

ま
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

仕
事
で
の
変
化
な
ど
に
つ
い

て
リ
レ
ー
ト
ー
ク
！
県
を
超

え
た
⻘
年
と
の
交
流
が
で
き

る
滅
多
に
な
い
機
会
で
す
！

東
海
北
信
８
県
の
青
年

た
ち
と
公
務
の
あ
り
方

を
考
え
よ
う
。

愛
知
県
内
の
青
年
た
ち

と
仕
事
へ
の
思
い
を
語

り
合
お
う
。

用
松
寛
秋
さ
ん

用
松
寛
秋
さ
ん

県
本
部
青
年
部
書
記
長

県
本
部
青
年
部
書
記
長

新
入
職
員
の
み
な
さ
ん
入
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
県
内
、
県
外
の
同
世
代
や
先
輩
職
員
と
交

流
が
で
き
る
年
一
回
の
集
会
で
す
！

こ
の
機
会
に
仕
事
の
悩
み
や
公
務
の
あ
り
方
な
ど

大
い
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！ 

こ
の
春
、
入
職
し
た
新
し

い
仲
間
を
ご
紹
介
！

働
き
や
す
い
、
や
り
が
い

の
あ
る
職
場
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

読まれる、待たれる機関紙をつくろう！

５/29５/29 〇労働会館本館
（名古屋市熱田区）  
 
　

第 26 回機関紙宣伝学校第 26 回機関紙宣伝学校
（Sat）（Sat） １０: ００～１６: ３０

川
嶋
川
嶋  

梨
音
さ
ん

梨
音
さ
ん

①音楽鑑賞、散歩、特技
はレジ打ち②インターン
に参加してここで働きた
いと思ったから③駅前の
クレープ屋さん④同僚や
市民から信頼され、何か
あったときに頼られる職
員になっていたい

細
江
細
江  

優
也
さ
ん

優
也
さ
ん

①散歩、ヨガ②生まれ育っ
た地元の発展に貢献した
かったから③ベジカフェ・
ロータス④所属している
課の先輩のように、市民
の方や職場の方から信頼
される人になりたいで
す！

①サイクリング、カラオ
ケ、旅行、温泉②都市圏
へのアクセスがよく遊び
にいきやすい③ゆのゆ豊
橋（温泉）④職場内外関
係なく、たくさんの人と
交流したい！

山
口
山
口  

佑
奈
さ
ん

佑
奈
さ
ん



（2）自治体　あいちの仲間 （10・25日発行毎月 2回発行　昭和 53年 6月 25日　第三種郵便物認可）2021 年 4 月 25 日　第 1244 号

 みんなの安心
　　　自治労連共済　　　自治労連共済

コロナにコロナに
　　　負けるな！　　　負けるな！

クロスワードクロスワード

クイズクイズ

【ヨコのカギ】】①――私立の学校　③公費
の対　⑤瞬く間　⑦水清ければ――棲まず　
⑨樹木の太い部分　⑩♪――を越え行こう
よ、口笛ふきつつ　⑫――せぬ出来事　⑭
スローの対　⑯――も積もれば山となる　
⑰自作――の猿芝居

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
公
道
の
対　

②

髪
を
す
く
道
具　
③
新
宅
。
―
―
を

構
え
る　
④
―
―
鉄
砲
を
食
ら
わ
す　

⑥
―
―
と
矢　
⑧
不
入
り
の
対
。
―

―
満
員　
⑪
カ
ツ
レ
ツ
の
略　
⑬
首

が
長
い
動
物　
⑭
―
―
数
が
少
な
く

お
と
な
し
い
人　

⑮
ア
ミ
ダ
―
―
、

宝
―
―
、
富
―
―

カギを解き、二重枠に
入る文字を並べてでき
る言葉はなんでしょう

　
左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を

解
き
、
解
答
及
び
名
前
・

組
合
・
職
場
名
を
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド（
５
０
０
円
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

　

〒
４
６
２
―
０
８
４
５　

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁

目
７
―
８　

自
治
労
連
愛

知
県
本
部
教
宣
部

　

締
め
切
り
は
5
月
31
日

で
す
。

　

メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
に
近

況
や
職
場
の
話
題
、「
あ

い
ち
の
仲
間
」
の
感
想
や

載
せ
て
ほ
し
い
話
な
ど
、

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

こちらのメール
アドレスからで
も応募できます。
（教宣担当者行き）

★
新
年
度
が
始
ま
り
多
忙
の

毎
日
。
職
員
が
毎
日
遅
く
ま

で
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
体

が
心
配
で
、
無
理
し
な
い
で

帰
る
よ
う
言
葉
を
か
け
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
言
葉
、
時

短
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
る
か

も
？
と
あ
る
記
事
を
読
ん
で

ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。
現
場

の
職
員
が
超
勤
し
な
く
て
い

い
よ
う
に
業
務
改
善
や
精
神

的
な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い

下

を
特
別
職
非
常
勤
職
員
、
任

期
付
職
員
と
し
て
積
極
的
に

活
⽤
す
る
、
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
国
の
「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル

化
」
に
、
自
治
体
労
働
組
合

は
ど
う
臨
む
の
か
ー　
①
デ

ジ
タ
ル
化
そ
の
も
の
は
否
定

し
な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

は
「
住
民
福
祉
の
増
進
」
と

自
治
体
職
員
の
労
働
条
件
の

改
善
に
活
⽤
さ
せ
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
、
自
治
体
職

員
削
減
、
民
間
企
業
へ
の
便

宜
供
与
は
許
さ
な
い
、
②
国

の
「
デ
ジ
タ
ル
化
方
針
」
を

一
律
に
自
治
体
に
押
し
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
地
方
自
治

の
本
旨
を
ふ
ま
え
、
国
の
標

準
に
寄
ら
な
い
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
を
行
う
権
利
を
認
め
さ

せ
、
自
治
体
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
を
確
保
す
る
、
③
住
民
の

個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
権
利
を
守
る
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
個
人
情

報
の
集
約
化
・
プ
ロ
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
化
は
許
さ
な
い
、
④

自
治
体
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
導
入
の
是
非
は
、
住
民

に
情
報
を
開
示
し
、
住
民
の

熟
議
と
合
意
で
決
め
る
、
⑤

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
は
管

理
運
営
事
項
と
さ
せ
ず
、
労

働
条
件
に
関
わ
る
事
項
と
し

て
、
労
使
協
議
の
対
象
と
さ

せ
る
、
こ
と
な
ど
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

問
題
点
５
つ
目
は
、
民

間
企
業
幹
部
の
任
⽤
、
自
治

体
の
政
策
・
意
思
決
定
を
行

う
中
枢
ポ
ス
ト
へ
の
就
任
に

よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
企
業

が
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
わ
る
自

治
体
の
意
思
決
定
に
直
接
関

与
し
、
当
該
企
業
が
利
益
を

得
る
意
図
で
行
政
が
ゆ
が
め

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
で

す
。
自
治
体
D
X
推
進
計

画
に
よ
れ
ば
、
C
I
O
補

佐
官
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
職
員

に
つ
い
て
、
外
部
専
門
人
材

（
デ
ジ
タ
ル
関
連
民
間
企
業
）

「デジタル改革関連法案」は
参議院で審議が始まりまし
た。基本理念に「個人情報
保護」の文言がないなど、
審議するほど重大な問題が
判明する同法案について、
考えていくシリーズ。今回
が最終回です。

　「
あ
い
ち
の
仲
間
」
第

１
２
４
０
号
の
ク
イ
ズ
の

答
え
は
「
ヒ
ナ
ニ
ン
ギ
ョ

ウ
」で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

以
下
の
５
人
の
方
に
、
図

書
券
を
お
送
り
し
ま
す
。　
　

江
坂
裕
美
子（
名
古
屋
市
職
労
）

稲
垣　
空     （
豊
橋
市
職
労
）

山
﨑　
豊     （
西
尾
市
職
）

堀
田　
尚
子（
春
日
井
市
職
労
）

長
崎　
裕
司（
碧
南
市
職
）

ま
す
。(

中
島
典
子
・
自
治

体
一
般
労
組)

　
あ
い
ち
の
仲
間
１
２
４
３

号
２
面
２
段
目
の
文
章
で
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

【
誤
】
コ
ロ
ナ
以
外
の
業
務

で
も
44
人
が
９
０
０
時
間
を

超
え
て
い
る
。

【
正
】
コ
ロ
ナ
以
外
の
業
務

で
も
44
人
。
中
に
は
９
０
０

時
間
を
超
え
て
い
る
職
員
も

い
る
。

仲
間
の
声

仲
間
の
声

お
詫
び

と
訂
正

　
豊
川
市
民
病
院
の
現
場
よ
り

　
豊
川
市
民
病
院
の
現
場
よ
り

変
異
株
で
変
わ
る
対
応

変
異
株
で
変
わ
る
対
応

　
豊
川
市
民
病
院
で
は
、
18

床
あ
る
感
染
症
病
棟
と
専
門

外
来
で
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
現
時
点

は
、
コ
ロ
ナ
で
入
院
し
て
い

る
患
者
は
少
な
い
状
態
で
、

第
１
～
３
波
の
よ
う
な
現
場

の
混
乱
は
な
く
、P
P
E（
個

人
防
護
）
や
患
者
へ
接
触
す

る
際
の
ス
キ
ル
も
向
上
し
て

い
ま
す
が
、
変
異
株
の
出
現

で
、
対
応
が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　「
通
常
株
の
感
染
者
に
、

変
異
株
が
感
染
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
防
護
服
を

替
え
る
回
数
が
増
え
ま
し

た
。
仕
方
な
い
と
は
い
え
、

非
常
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま

す
。
防
護
服
の
在
庫
も
心
配

で
す
」。

　
ま
た
、
一
番
懸
念
し
て
い

る
こ
と
は
新
採
職
員
に
つ
い

て
で
、「
今
年
度
の
新
採
職

員
も
、
い
き
な
り
の
コ
ロ
ナ

対
応
。
ま
し
て
や
、
変
異
株

の
出
現
で
今
ま
で
と
は
異

な
っ
た
対
応
で
、
指
導
す
る

職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
新
採
職

員
の
負
担
は
と
て
も
大
き
い

で
す
」
と
離
職
も
心
配
し
ま

す
。

　
豊
川
市
民
病
院
労
組
で

は
、
こ
の
間
、
職
員
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
強
制
的
に
行

わ
な
い
こ
と
、
医
療
物
資
の

確
保
、
医
療
従
事
者
へ
の
偏

見
や
差
別
の
対
応
な
ど
を
当

新型コロナウイルス感染症の拡大は、１年
以上経過した今でも収束する気配を見せる
ことはなく、変異株という新たな脅威も生
まれています。第４波と言われる中で、医
療現場の実態を豊川市民病院労組の名倉副
委員長に話をお聞きしました。

局
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　「
今
後
も
最
前
線
で
奮
闘

す
る
職
員
に
不
利
益
が
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
た
め
に
、

組
合
で
は
常
に
目
を
光
ら
せ

て
い
き
た
い
」
と
を
話
し
ま

す
。
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
等
が
職
免
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
等
が
職
免
に

瀬
戸
市
が
職
員
へ
通
知

瀬
戸
市
が
職
員
へ
通
知

　
４
月
15
日
、
瀬
戸
市
は
、

感
染
対
策
上
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
必
要
不
可

欠
と
し
て
、
職
員
が
勤
務
時

間
中
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
る
場
合
に
、
勤
務
に
専
念

す
る
義
務
を
免
除
す
る
取
り

扱
い
と
す
る
通
知
を
出
し
ま

し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
副
反

応
等
に
よ
る
体
調
不
良
に
よ

り
、
勤
務
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
時
間
も
職
免
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
労
働
組
合

に
は
多
く
の
職
員
か
ら
業
務

や
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る

ほ
ど
の
副
反
応
が
あ
っ
た
と

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め

に
瀬
戸
市
の
取
り
扱
い
と
す

る
よ
う
に
求
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
公
務
職
場
は
、
住
民
の
生

活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で

す
。
厚
労
省
は
、「
先
行
接

種
者
健
康
調
査
の
中
間
報

告
」
と
し
て
「
２
回
目
接
種

後
の
３
７・５
℃
以
上
の
発

熱
（
４
割
）、頭
痛
（
５
割
）、

全
身
倦
怠
感
（
７
割
）
を
認

め
た
」
と
し
て
い
ま
す
。

自治労連本部の新型コロナウイルス感染を止め自治労連本部の新型コロナウイルス感染を止め

るため地域医療体制の拡充を「住民のいのちとるため地域医療体制の拡充を「住民のいのちと

くらしを守り切る」ための提言（案）－自治体くらしを守り切る」ための提言（案）－自治体

病院版－」を公表した記者会見（昨年１１月）左：病院版－」を公表した記者会見（昨年１１月）左：

鮫島本部医療部会長、右：高柳本部副委員長鮫島本部医療部会長、右：高柳本部副委員長

豊川市民病院の外観（Wikipedia より）豊川市民病院の外観（Wikipedia より）


